
1989年出上の木簡

奈
良
・
山
田
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
桜
井
市
山
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
一
〇
月
ｉ

一
九
九
〇
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
ぞ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
田
寺
跡
で
は
、　
一
九
七
六
年
以
来
六
次
に
及
ぶ
調
査
が
実
施
さ
れ
、
伽
藍

の
配
置
や
塔

。
金
堂

・
講
堂

。
中
門

・
回
廊
の
規
模

・
構
造
な
ど
が
明
ら
か
と

な

っ
た
。
今
回
の
第
七
次
調
査

は
、
南
門
の
位
置
や
構
造
、
南

門
の
南
の
利
用
状
況
、
寺
域
の

規
模
な
ど
の
解
明
を
目
的
と
し
、

約

一
一
五
〇
ド
の
面
積
を
対
象

と
し
て
実
施
し
た
。

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
山
田

寺
の
造
営
に
当
た

っ
て
行
わ
れ

た
大
規
模
な
整
地
上
の
上
と
整

地
上
の
下
で
検
出
し
た
遺
構
に
大
別
さ
れ
る
。
整
地
上
上
で
検
出
し
た
遺
構
は
、

南
門
に
関
わ
る
時
期
に
属
す
る
も
の
で
、
整
地
上
下
で
検
出
し
た
遺
構
は
、
山

田
寺
造
営
前
の
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

南
門
に
関
わ
る
時
期
に
属
す
る
遺
構
は
さ
ら
に
南
門
の
造
営
前
後
で
細
別
さ

れ
る
。

ま
ず
南
関
造
営
前
の
遺
構
に
は
、
東
西
掘
立
柱
塀
四
条
Ｓ
Ａ
六
〇
〇

・
六

一

五

・
六
二

一　
・
六
二
四
（ｓ
Ａ
六
〇
〇
は
後
の
南
門
棟
柱
筋
に
検
出
し
た
南
門
造
営
前

に
お
け
る
寺
域
の
南
を
閉
塞
す
る
施
設
、
柱
間
寸
法
は
確
定
し
難
い
が
、
伽
藍
中
軸
線
上

の
一
間
は
他
よ
り
も
広
く
柱
間
を
と
っ
て
お
り
、
通
路
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
）、
東
西
溝
ｓ
Ｄ
六
〇

一
・
六
〇
九

（と
も
に
幅
○

。
六
ｍ
、
深
さ
五
ぞ

二
〇
伽
で
、
西
流
す
る
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
南
門
造
営
以
後
の
遺
構
に
は
、
南
門
Ｓ
Ｂ
Ｏ

一

（桁
行
三
間
。
梁
行
二
聞

の
東
西
棟
礎
石
建
物
で
、
桁
行
は
一
〇
尺
等
間
、
梁
行
は
九
尺
等
間
、
な
お
棟
通
り
の
三

間
全
て
に
扉
が
設
け
ら
れ
て
い
た
）
、
南
門
に
取
，
付
く
掘
立
柱
東
西
塀
二
条
Ｓ
Ａ

六
三
〇

。
六
三

一
（柱
間
寸
法
は
八
尺
等
間
、
の
ち
塀
が
廃
さ
れ
築
地
に
改
造
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
）、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
六
二
五

（当
初
は
幅
二
・
五
゛
三
・
七
五
ｍ
、
深
さ

一
・
Ｏ
ｍ
の
素
掘
の
濤
Ｓ
Ｄ
六
二
五
Ａ
で
あ
っ
た
が
、
奈
良
時
代
に
な
り
南
門
前
面
の
基

壇
幅
に
合
わ
せ
て
南
北
両
岸
を
石
で
護
岸
し
た
濤
Ｓ
Ｄ
六
二
五
Ｂ
と
な
る
）
と
、
こ
れ
に

架
か
る
橋
の
橋
脚
Ｓ
Ｘ
六
三
二

・
六
二
三

（南
門
の
中
央
柱
間
に
合
わ
せ
て
架
け
ら

れ
る
）、
参
道
二
条
Ｓ
Ｆ
六

一
〇

・
六
四
〇
（ｓ
Ｆ
六
一
〇
は
南
方
か
ら
南
門
に
至
る

南
北
道
路
で
、
路
面
幅
八
・
六
ｍ
、
東
西
に
素
掘
の
側
路
ｓ
Ｄ
六
一
一
・六
一
二
を
伴
う
）、

(苦野山)



Ｓ
Ｘ
六
〇
五

（内
部
に
一
。
二
ｍ
の
間
隔
で
東
西
に
並
ぶ
二
個
の
柱
抜
取
穴
を
有
す
る

穴
で
、
瞳
幡
の
竿
を
立
て
た
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
）
な
ど
が
あ
る
。

一
方
南
門
南
の
参
道
上
で
行

っ
た
下
層
遺
構
確
認
の
た
め
の
調
査
で
は
、
整

地
上
下
で
旧
流
路
Ｓ
Ｄ
六

一
九

（丘
陵
裾
部
に
沿
っ
ｋ
旧
谷
地
形
の
琉
路
で
、
北
岸

の
み
を
検
出
す
る
に
留
ま
っ
た
が
、
幅
五
ｍ
以
上
、
北
肩
か
ら
の
深
さ
約
一
・
六
ｍ
）
と

東
西
に
並
ぶ
柱
穴
三
個
Ｓ
Ｘ
六
二
〇
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
整
地
上
下
で
検
出
し
た
旧
流
路
Ｓ
Ｄ
六

一
九
か
ら
五

一
点
（う
ち
削
暦

四
四
点
）
が
出
上
し
た
。　
Ｓ
Ｄ
六

一
九
は
深
さ
約

一
。
六
ｍ
あ
る
が
、
そ
の
上

方

一
・
二
ｍ
は
山
田
寺
造
営
に
関
わ
る
整
地
上
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
、
下
方
○

・
四
ｍ
に
堆
積
層
が
二
層
残
り
、
木
筒
は
両
層
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
六

一
九

か
ら
は
木
簡
の
他
に
飛
蔦
Ｉ

（七
世
紀
前
半
）
の
土
器
や
木
製
品

・
獣
骨
や
多
量

の
木
片
が
出
土
し
た
。

な
お
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
六
二
五
Ｂ
か
ら
は
底
部
外
面
に

「山
田
寺
」
と
墨
書
し
た

上
器
（奈
良
時
代
後
半
の
上
師
器
皿
）
が

一
点
出
上
し
て
お
り
、
本
寺
跡
が
山
田
寺

で
あ
る
こ
と
を
示
す
文
字
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

⑪
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関
係
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本
義
則
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